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た 集計の結果 扱いやすいイヌの身体的特徴としては 小型のイヌであることが 扱いにくいイヌの特徴
としては 被毛の長さ イヌのサイズ 性別などの身体的特徴は関係しないことが判明した また トリマ
の経験年数が 年以上の回答者について 得られた回答を数量化 類解析にて処理した結果 扱いやすいイ
ヌの行動特性に関する質問に関して有効な軸が 軸得られ 回答者の捉える扱いやすいイヌの行動特性には
男女差があることが判明した すなわち 男性トリマ は活発 好奇心旺盛なイヌを 女性トリマ はおと
なしい 臆病なイヌを扱いやすさの指標として捉える傾向にあることが明らかとなった




ヒトとの長い共生の歴史の中で イヌ て 触り 美容していくという作業の特徴から イヌの性
の容姿や習性は多様に変化した 使役犬から 格を判断し 個体によって手法や行動を選択し 個 のイ
愛玩犬まで その目的に合った形へ育種選抜 品種改良が ヌにあったグル ミング トリミング作業を行うことが必
行われ 現在では を超える犬種が存在する 家畜化 要となる トリマ はイヌの習性をよく理解し 超小型犬
初期のイヌには 現存する長毛犬種のような極端に被毛の から超大型犬の扱い方を熟知し 様 な性格のイヌを扱わ
長いものは存在しなかったと考えられているが 今日に なければならない忍耐力が必要な業種であり イヌの行動





マ あるいはグル マ と呼ぶ イヌの行動特性に関する研究は 世界中で盛んに行われ
という言葉は本来馬を手入れする 世話をすると ているが その方法は大きく分けて 種類に分類され
いう意味であり 馬体の清潔を保って病気を予防しつつ る つは実際にイヌを用いた行動実験を行い 行動解析
より美しさを発揮させる という意味であるが 今日では の結果から犬種や個体の行動特性を評価するもの もう
イヌに対しても使用されるようになっている という つは飼い主や獣医師 訓練士などの イヌに関わる者に
言葉は刈り込む きちんとした 手入れ などの意味があ よる評価 であり 後者は主にアンケ トなどの調査に
り それぞれの個体の弱点 欠点 をカバ し その犬の より行われる イヌの行動特性に関する調査をアンケ ト
美しさを発揮させるという意味が含まれている 方式で行う際には 具体的に 何を どのように 質問
今日では グル ミング トリミングなどという言葉は するかを特に配慮する必要がある 犬学や動物行動学など
犬の形を整えるという意味として捉えられがちであるが の専門知識を持った獣医師に質問する際には その犬 個
イヌの毛並みを手入れすることは 被毛の生え換わる換毛 体 や犬種の行動学的特徴を問う問題が最も的確な回答を
期や 子犬から成犬への換毛および日常の健康維持 皮膚 得られると思われるが イヌの飼い主ほど普段の行動頻度
の適度な刺激による血行の促進 害虫 寄生虫の駆除 身 を答えられるわけではない また 専門的な知識 経験的
体を清潔に保つことによる新陳代謝の促進および食欲増進 観点から判断すると 飼い主であってさえ 訓練士 ドッ
など イヌの健康管理に重要であり 飼い主とイヌとのコ グトレ ナ ほどの行動頻度あるいは行動そのものの評
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トリマ ペットの美容師 に対するイヌの行動特性評価に関するアンケ ト調査





年から 年にかけ トリマ トリミング専門
学校の学生 トリミング専門学校の教員に対してアンケ
ト調査を行った 調査地域および調査対象となる人数は東
京 人 神奈川 人 埼玉 人 千葉 人
栃木 人 富山 人 福岡 人 の合計 人とし
た アンケ トには 版用紙 枚を使用し 郵送により
回答を得た 一般的な情報 質問番号 として 今回 調査対象としたトリマ から信頼性の高い回答を
年齢 性別の欄を また 地域や飼い主の住居環境により 得るには トリマ から扱いやすさ 扱いにくさについて
飼育犬種の傾向が異なることを鑑みて 店舗所在地の環境 の情報を得ることが最も望ましいと判断し 扱いやすさ
都会 郊外 地方 の欄を そしてトリマ 経験年数につ 扱いにくさを左右すると考えられる要素 表 に質問を
いての欄を設けた 質問の内容は イヌの扱いやすさと扱 絞って調査を実施した なお 選択肢項目として設定した
いにくさについて 被毛の長さ 長毛 短毛 関係ない イヌの行動特性 項目は 動物行動学を学んだ獣医師を
サイズ 大型犬 中型犬 小型犬 関係ない および性別 対象に 年から 年にかけて調査されたもの
オス メス 去勢オス 避妊済みメス 性別は関係ない と同じ項目であり 質問内容を各個体 患畜としてのイヌ
について問うもの 質問番号 犬種および行動 の行動特性評価から 回答者 トリマ の捉える 扱い
特性について複数選択方式にて問うもの 質問番号 やすい 扱いにくい行動特性に変換した点で異なる イヌ
および を用意した の行動特性は 現在までに多数のカテゴリに分類されてい
犬種に関する質問 質問番号 および では 選択 るが 集計 統計処理等の利便性を考え合わせ 今回
欄に 年の 登録上位 位 犬種 すなわち小型 は質問内容を行動の特徴に絞り込むことにした
犬として分類されるダックスフンド スタンダ ド ダッ 年度のジャパンケネルクラブ におけるトリマ
クスフンド ミニチュア ダックスフンド カニンヘン の登録者数は 名であるが トリマ 資格は認定資格
チワワ プ ドル ミニチュア プ ドル トイ ヨ であり トリマ の認定団体が複数存在し さらにはトリ
クシャ テリア パピヨン シ ズ 日本スピッツ ポ マ を養成する専門学校の修業年限が統一されていない
メラニアン ミニチュアシュナウザ マルチ ズ シバ すなわち トリマ 資格を手に入れるまでの年限が ヶ
フレンチブルドッグ キャバリアキングチャ ルズスパニ 月から 年程度まで大きく異なる 資格取得後 年の
エル パグ ミニチュアピンシャ ジャックラッセルテ 回答者については技術および知識的背景が大きく異なり
リア ウェストハイランドホワイトテリア ボストンテリ 調査結果に大きな影響を与える可能性が考えられたため
ア ペキニ ズ イタリアングレ ハウンド 中型犬とし 資格取得直後 年 に最も長い修業年数 年を加算した
て分類されるウェルシュコ ギ ペンブロ ク イング トリマ の経験年数である 年を目安として トリマ の
リッシュコッカ スパニエル ビ グル アメリカンコッ 経験年数が 年以上の回答者を中心に解析を施した
カ スパニエル シェットランドシ プドッグ ボ ダ
コリ ブルドッグ 大型犬に分類されるバ ニ ズマウ
ンテンドッグ プ ドル スタンダ ド ラブラド ルレ アンケ トの質問 および は複数選択方式であ
トリバ ゴ ルデンレトリ バ ダックスフンド り 多変量解析を用いて解析するため 回答を デ タ
プ ドルはサイズにより 段階に記載 の項目を用意し に変換し 数量化理論に基づき数量化 類解析を施した
た これは日本における登録犬種 犬種 年登録 なお 多変量解析はトリマ 歴 年以上の回答者に対して
デ タ の にあたる なお 犬種の選択欄は登録頭 適用した 数量化 類解析において 有効抽出軸数は累積
数順ではなく 回答者が登録順位に影響を受けないように 寄与率 を満たす数とし 有効な軸を相関係数 以
ランダムに記載した また 扱いやすい 扱いにくいイヌの 上を示す軸とした また 解析と同時に回答者のサン
行動特性に関する設問 質問番号 および に関し プルスコアを各軸について算出した サンプルスコアにつ
ては 選択欄に 項目の行動特性 臆病 よく吠える 活 いては 回答者の一般的な情報 年齢を除く質問
発 犬に攻撃的 人に攻撃的 過敏 おとなしい 好奇心 として得た性別 店舗所在地の環境 トリマ 経験年数
旺盛 人なつっこい 神経質 従順 興奮しやすい を用 と 質問より得た 扱いやすい 扱いにくい被毛の長さ 質
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ズ 質問番号 および 扱いやすい 扱いにくい犬
の性別 質問番号 および を属性として各種検定
手法にて解析を行った また多重検定による第一種の過誤
を防ぐためにボンフェロ ニの補正を行った 統計解析に
はエクセル統計 株式会社 社会情報サ ビス 東
京 を用いた
アンケ ト実施の結果 トリマ トリミング学校の学
生および教員より合計 名 有効回答率 の回
答を得た 名のうち 男性は 人 女性は
人 未回答は 人 であった 店舗所在地 あ
るいは学校所在地 の環境は 都会が 人 郊外
が 人 地方が 人 未回答が 人
であった 年代は 代が 人 代は 人
代は 人 代は 人 未回答が
人 であった 経験年数が 年未満のトリマ は
人 年以上は 人であった 全体の平均トリマ 経験年
数は 年 年未満 年 年以上 年 であっ
た 結果を表 に示す
問 および の結果を図 に示す 扱いやすい犬種
については シ ズ キャバリアキングチャ ルズスパ
ニエル パグ ビ グル ゴ ルデンレトリ バ ボス
トンテリア ペキニ ズ イタリアングレ ハウンドにお
いて 扱いにくい犬種については チワワ ヨ クシャ
テリア シ ズ ウェルシュコ ギ ペンブロ ク ミ
ニチュアピンシャ アメリカンコッカ スパニエル イ
タリアングレ ハウンドにおいて トリマ 経験年数が
年未満と 年以上の回答者間に有意な差 いずれも 独立 および おとなしい の 項目が負
性の検定 が認められた の方向に大きく算出された 第 軸は 臆病
問 の結果を表 に示す トリマ 経験年数が 好奇心旺盛 活発 の 項目が正方向
年以上の回答者において 扱いやすい被毛の長さおよびイ に大きく算出されていたが 負の方向に大きく算出された
ヌの性別 雌雄 については 関係ない が最も多かった 項目は認められなかった
が 扱いやすいイヌのサイズについては 小型 が最も多 回答者の性別 店舗所在地の環境 扱いやすい被毛の長
い結果となった 一方で 扱いにくい被毛の長さ サイズ さ イヌのサイズ イヌの性別を属性として 回答者の男
イヌの性別についてはいずれも 関係ない が最も多い結 女のサンプルスコアを つの軸について比較した結果を表
果となった また トリマ 経験年数が 年未満の回答者 に示す 第 軸にて 回答者の性別においてサンプルス
については 年以上の回答者との間に有意な差は見られな コアに有意な差が認められた 図 マンホイットニ の
かったが 扱いやすい被毛の長さにおいて 短毛 が最も 検定
多い結果となった
質問 および いずれも複数選択方式 の回答に
それぞれ数量化 類解析 林の数量化理論 を施した結果 本研究にて明らかとなった トリマ が捉える扱いやす
設問 のみが解析に耐えうる数値 表 を示し 有効な い 扱いにくい犬種の中で シ ズ を除く登録頭数が上
軸が 軸算出された カテゴリ数量表を表 に示す 第 位の犬種については 扱いやすさについてトリマ 経験年
軸は他の選択項目に比べて 好奇心旺盛 活 数による分類での差は認められなかった 下位の犬種につ




トリマ の捉える 扱いやすい にくい犬種 被毛
サイズおよび性別
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トリマ ペットの美容師 に対するイヌの行動特性評価に関するアンケ ト調査
トリマ による扱いやすい犬種と扱いにくい犬種の選択率比較
トリマ 経験年数が 年未満 と 年以上 の回答者において 印に示す犬種で有意な差が認められた
独立性の検定 グラフ横の数字は回答者の選択数を示す 犬種名は上から登録頭数順に記載 横軸は百分率
を示す 略語 ダックス ダックスフンド ウェルシュコ ギ ウェルシュコ ギ ペンブロ ク キャバリア キャバ
リアキングチャ ルズスパニエル アメリカンコッカ アメリカンコッカ スパニエル シェルティ シェットランドシ
プドッグ ウェスティ ウェストハイランドホワイトテリア バ ニ ズ バ ニ ズマウンテンドッグ イングリッシュ
コッカ イングリッシュコッカ スパニエル
犬種選択率に差が認められた この理由の一つとして ト いたが 扱いやすいイヌのサイズにおいて小型のイヌと回
リミング専門学校の実習犬の多くがプ ドルなどの人気犬 答する回答者が最も多い結果のみにとどまった トリマ
種であり 他の犬種に比べて経験の差 トリマ 歴の差 経験年数が 年未満の回答者の多くが短毛のイヌが扱いや
が出にくいと考えられた 一方 扱いにくい犬種について すいと回答したことと併せて考えると これらの身体的特
差の認められた犬種の多くは攻撃性 破壊性 無駄吠えな 徴は トリマ としての経験によって かなりの部分が克
どの傾向が高いとされている犬種 であり トリミン 服されることが考えられた その一方で 扱いやすい 扱い
グ作業に悪影響を及ぼすこれらの行動特性に対峙した経験 にくい犬種の結果と比較すると 小型犬として分類される
を数多く持つことによって トリマ にこれらの犬種に対 短毛のシバ ウェルシュコ ギ ペンブロ クなどはむし
しての 扱いにくい という意識が定着し 回答の差と ろ扱いにくいと評価されている また ゴ ルデンレト
なって現れやすいと考えられた とりわけシ ズ 以外の リ バ は大型犬で長毛であるにもかかわらず 扱いやす
犬種において トリマ 歴が 年以上の回答者が 年未 いと評価されている すなわち トリマ はトリミング作
満の回答者よりも多く 扱いにくい と回答していること 業時間に影響を与えるであろうイヌのサイズや被毛の長短
からも その傾向は強いと考えられた トリマ 経験年数 も重要ではあるが 犬種あるいは個 の持つ行動特性もイ
が 年未満の回答者が今後経験を積み重ねることで 年 ヌを扱う際に重要であると捉えていると考えられた
以上の回答者の回答傾向に近づくのかどうか 注目すべき
結果である
被毛 サイズ 性別に関しては トリマ にとっての扱 第 軸については 好奇心旺盛 活発と 臆病 おとな
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男性と女性の比較 第 軸 縦軸はサンプルスコア
エラ バ は標準誤差を示す マンホイッ
トニ の 検定
ジェ ムス サ ぺル 犬 その進化 行動 人との関係
森 祐司 武部正美 チクサン出版社
得ることができた トリミングにおいて扱いやすいイヌの
特徴として 小型のイヌであることなど 身体的特徴もさ
かを識別する軸であると解釈することができた 一方 第 ることながら 扱いやすいイヌの行動特性に一定の共通性
軸については臆病 好奇心旺盛 活発のカテゴリ数量が が存在することも明らかにした 特に本研究はトリマ に
正方向に大きく算出されている 人なつっこい と併せて よる行動特性の捉え方に男女差があることを初めて見いだ
解釈すると ヒトに対して近寄ってくるか 近寄ってこな した報告であり 今後 調査規模の拡大 調査方法の改良
いかを識別する軸であると解釈された を行うことで 将来的にヒトがイヌを飼育する上で有用な
情報となる可能性を示すものである
アンケ トの実施にご協力いただいた トリマ の
多変量解析の結果に基づく属性別検定によって 男性ト 方 トリミング専門学校の学生および教員の方 に感謝
リマ は好奇心旺盛で活発な傾向のあるイヌを 女性トリ いたします
マ はおとなしく臆病な傾向のあるイヌを 扱いやすいイ
ヌと捉えている傾向にあった 男性トリマ は トリミン
グ作業に対してイヌから明瞭な反応が返ってくることを期
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ADOKORO ASUDA SUCHIDA ISHI
: We carried out a questionnaire survey on dog’s behavioral traits to trimmers and trim-
ming technical school students. The survey revealed that the important morphological peculiarity for
‘dogs easy to handle’ was ‘small size’, though the morphological peculiarities (length of coat, size and
sex) have no e ect on ‘dogs hard to handle’. Answers of the behavioral traits responsible for ‘dogs
easy for handle’ from respondents having professional career of at least years were statistically
analyzed based on the multivariate analysis (H ’s Quantiﬁcation Methods type ). The analysis
extracted two available axes and revealed that there was sex di erence on one axis for ‘dogs easy for
handle’. That is to say, male trimmers tend to prefer active and curious dogs, while female trimmers
tend to prefer gentle, timid dogs as an index for ‘dogs easy to handle’.
: easy to handle, dog, behavioral traits, sex di erence, trimmer
By
Lisa T *, Koji M **, Asami T ** and Takao O **
The Questionnaire Survey of Dog’s Behavioral
Traits to Dog Trimmer
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